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モジュール統合科目

心理情報統合特論 4 単位　Advanced Topics in Psychological Informatics
　安全で、心地よく、楽しく使うことができる製品やシステムの開発に必要な知識を、心理学、認知科学、脳科学の視点か
ら学び、関連する技術を修得する。そのため、連携企業２社の協力を得て、既存商品の改善というプロジェクトテーマに対
して、主に心理評価に関する実験と脳機能測定を行い、リニューアルポイントを明らかにして、企業の担当者に対して発表
するとともに、報告書をチームで作成し企業への提案を行う。

モダリティーデザイン統合特論 4 単位　Advanced Topics in Modality Design
　視聴触味嗅の五感のモダリティー特性を学び、これらに対応した情報コンテンツの提示方法とこれらを組み合わせたコン
テンツの作成に必要な技術を、訓練・支援システムを通じて修得する。そして、連携企業の協力を得たプロジェクトテーマ
に基づいて、五感の統合による情報コンテンツを作成し、評価、改善を繰り返すことで、より洗練したコンテンツの完成を
目指し、作成したコンテンツを発表する。

博士前期課程

目標：商品開発の実際に触れて実践力を養うことができる。商品開発の流れを理解することができる。商品開発にとって心
の働きを織り込むことの重要さを説明することができる。実践に基づいた心理評価と脳機能測定のデータ解析をおこなって、
分析を正しく実施することができる。

目標：視聴触味嗅の五感それぞれのモダリティー特性が理解できる。複数のモダリティーに情報が提示される際のモダリ
ティー間での交互効果を分析できる。五感およびそれらを組み合わせたモダリティー特性に対応した情報コンテンツ提示が
適切にできる。連携企業の協力を得たプロジェクトテーマに基づいたコンテンツ制作ができる。


